
「調査」名目の着手予算が可決
河村市長は９月議会に名古屋城
天守閣の木造復元にむけ「技術提
案・交渉方式」による手続きを開始
する予算を提案しました。
「調査費」といいながら、工期を短
縮してまで「木造復元に本格的に踏
み出す予算」に他なりません。日本
共産党は、４つの問題点を示して反
対しました。

技術提案・交渉方式を採用するね
らいの一つが工期短縮です。事業者
募集の条件には「2020年７月までの
竣工」が入っています。市の調査で
は、天守閣の解体・復元工事だけで
も９年かかり、「（2018年の）本丸御
殿完成後に木造復元に着工するのが
望ましい」という結果が出ています。
工期の短縮は、事業費の高騰を招き
かねません。

昨年２月に実施された名古屋
市のネットモニターアンケートでは
「耐震改修」が71％、市長が進め
る「木造復元」は15％でした。名
古屋城の魅力向上のためには「自
然環境の維持」「イベントの充実」
「櫓
やぐら
等の修復」が上位を占め天守

閣の木造復元は最下位でした。

木造復元の事業費見込みは２７０億円～４００億円と大きな幅があ
ります。概算事業費も示さず事業者まかせにするのはあまりにも無
責任です。国からの補助金確保のめども立っていません。市の財
政収支が厳しい下で、巨額の税金を投入すれば、市民の暮らしが壊
されるでしょう。

「特別史跡名古屋城跡全体整備計画」では、天守閣については
耐震改修を進めるとし、木造復元にはまったく言及されていません。
木造復元への方針転換は、この市の方針である「全体整備計画」
との整合性がとれません。

募集条件「五輪までに竣工」

耐震改修７１％ 木造復元１５％
（名古屋市が実施したネットアンケート）

４００億円？財源のメドなし

耐震改修を進める方針

市議団に届いた市民の声
名古屋城天守閣の木造再建に私は絶対反対です。費用はどうするの

ですか？ それより関東・東北地区のような集中豪雨に対する災害予防
の方が大切です。（守山区）

技術提案・交渉方式とは
技術的な難易度が高く、発注

者が最適な仕様を設定できない
工事などで、ゼネコンから技術的
に優れた提案を公募、審査。選
んだゼネコンと価格や施工方法な
どを交渉して決定する契約方式。
今回の予算は、木造復元の設計・
施工を請け負うゼネコンを選定す
るところまで進める。

名古屋城整備検討調査報告書でも（2015年3月）
基礎構造については、「木造による史実に完全に忠実な復元計画は困

難」であるとして、天守閣の１階より下部は鉄筋コンクリート造りが検討
されています。柱に使う木材は「節付き」の国産材にランクを下げ、エレ
ベーターの設置も検討されています。

2012年度名古屋城天守閣
木造復元概算経費・工期
算出調査による工期

名古屋城天守閣をどうするか
（名古屋市ネットモニターアンケート　2014年2月）
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名古屋城天守閣

① 無謀な方針

② 市民合意なし

③ 暮らしに犠牲

④ 「全体整備計画」無視

木造復元 急ぐな！

区　分 工　期

解体工事 約 3年

石垣工事 約９年

復元工事 約 6年

全　体 約 18年

その他
2.2％

わからない
8.8％

耐震補強や
改修などを
71.0％

鉄骨鉄筋コンクリート
で再建　2.7％

木造で復元
15.3％
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介護保険改悪の負担軽減を
独自の対策を市でも

天守閣復元より暮らしを

正規教員の増で少人数学級に
自営業者応援の保育を

戦争法案は憲法違反
学校統廃合後も避難所機能を

「辺野古基地建設反対の請願」採択を

市民負担ふやした 2014年度決算に反対

リニアで名駅周辺開発より
市民にとって魅力あるまちづくり構想へ

　日本共産党は名古屋市議会の９月議会で、市民から寄せられた願いの実現にむけ
て名古屋市の姿勢をただし、市民の声を市政にいかすため、全力を尽くしました。

福祉・暮らし最優先・住民こそ主人公の名古屋市政を・・・日本共産党名古屋市議団

ご意見をお寄せ下さい。 972-2071 FAX972-4190　ホームページもご覧ください。

木造復元よりも福祉の充実です
日本共産党名古屋市議団

９月議会報告

さいとう愛子議員（名東区）
田口一登議員（天白区）が質疑
西山あさみ議員（中区）が討論

藤井ひろき議員（中村区）

さはしあこ議員（緑区）

山口清明議員（港区）

江上博之議員（中川区）

高橋ゆうすけ議員（南区）

　さいとう愛子議員は、介護保険制度の
改悪に関連する議案外質問を行いまし
た。サービス利用料の2割負担、特別養護
老人ホームの入所対象変更などの問題点
を指摘し、名古屋市独自の対策をとるよ
う求めました。

　河村市長が市民の意見も
聞かずに「天守閣木造復
元」へと大きく舵切りした
ことについて、田口一登議
員が質疑を行い、西山あさみ
議員が議案に対する反対討論を行いました。

　藤井ひろき議員は、統廃合された小学
校区の避難所について、安保法案（戦争法
案）に対する市長の認識について、議案外
質問を行いました。住民の声を紹介し避難
所の確保を求めると共に、地方自治体とし
て海外の戦争に協力することになる戦争
法案は廃案にすべきと意見表明しました。
市長は意見表明を避け、公明党は「戦争法案であるとか、
非常に偏った発言」と筋違いな非難をしました。

　さはしあこ議員が、辺
へ の こ
野古新基地建設

をやめるよう求める意見書を採択すべき
との立場で討論。住民意思を尊重する同
じ地方議会の問題として捉えるべきと呼

びかけました。自公民減維の反対で不採択になりました。

　山口清明議員が、2014年度の名古屋市
一般会計決算の認定について反対討論。
市民負担増や市民税５％減税継続の問題
点を追及しました。

　江上博之議員が、リニアを起爆剤とす
る名駅周辺開発計画について議案外質問
を行いました。南海トラフ巨大地震の備
え、ＣＯ２削減など地球温暖化対策などの
観点から、超高層ビル林立や地下通路で
なく、人が地上で憩える駅前づくりなど
市民の声を反映した計画を求めました。

　高橋ゆうすけ議員は、正規教員の確保
について、保育所への入所基準につい
て、議案外質問を行いました。保護者か
ら信頼されていた教員が非正規の臨時教
員だったため続投できなかった事例など
示し、子どもに寄り添った教育ができる
よう正規教員の採用増をうったえました。保育所等の利
用調整については、居宅内就労者が相対的に利用しづら
くなっている実態を示し是正を求めました。

今やるべきことは

北区
岡田ゆき子
℡ 915-2705

西区
青木ともこ
℡ 532-7965

中区
西山あさみ
℡ 263-0500

守山区
くれまつ順子
℡ 793-8894

名東区
さいとう愛子
℡ 704-1928

昭和区
柴田民雄

℡ 858-3255

天白区
田口一登

℡ 808-8384

緑区
さはしあこ
℡ 892-5190

南区
高橋ゆうすけ
℡ 692-4312

港区
山口清明

℡ 651-1002

中川区
江上博之

℡ 363-1450

中村区
藤井ひろき
℡ 411-4161


